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  ウ 医療従事者の状況 

   (ｳ) 医師-3（年齢階級別医療施設従事医師数の推移と卒後研修の状況等） 

    前項に続き、個々の年齢階級別医師数の推移について、全国と本県（全県）に県内

の状況を加えて比較し、卒後教育（臨床研修・専門研修）との関連を検討した。 

 

   ＜医療施設従事医師数（総数）＞ 

    全国における医療施設従事医師数（総数）は、直近の 10 年間で、医師少数県で全

国を上回る増加率となる一方、医師多数県は全国を下回る増加率となったが、その差

はわずかで、令和２（2020）年までの増加率はほぼ同程度であった。（図表 3-73） 

    令和２（2020）年から令和４（2022）年かけて医師多数県の増加率が横ばいになっ

た理由は明らかでないが、平成 29（2017）年の医学部入学定員が令和元（2019）年と

並んで 9,420人（自治医科大学を除くと 9,297人）と過去最大となり、その後の定員

数はほぼ横ばいであること、また、地域枠等を要件とした臨時定員の割合が、平成 27

（2019）年以降は定員数の約１割で推移していることなどが関係している可能性が考

えられた。(56 ページ参照) 

    本県の状況は、前項で述べたように、直近の 10 年間の増加率は全国を上回り、県

内の２つの指定都市とその他市町の３区分についても、いずれも全国を上回る増加率

となった（増加率は高い方から順に静岡市、浜松市、その他市町）。このうち、浜松

市の増加率は平成 28（2016）年まで全国を下回っていたが、新たな専門医制度（現行

制度）が開始された平成 30（2018）年以降は増加率が上昇し、その他市町を上回るよ

うになった。（図表 3-74） 

 

   ＜医療施設従事医師数（35 歳未満）＞ 

    35歳未満の医療施設従事医師数は、直近の 10年間で、医師少数県の増加率（27.8％）

が全国の増加率（13.6％）を大きく上回る一方、医師多数県の増加率は 4.6％にとど

まった。特に、令和２（2020）年から令和４（2022）年にかけては、医師少数県はそ

れまでの増加傾向を維持したが、医師多数県では微減となっており、総数と同様の影

響を最も受けやすい年齢階級であることが考えられた。（図表 3-75） 

    人口 10 万対 35 歳未満医師数や 35 歳未満医師数の割合（構成割合）を都道府県別

にみると、本県は、人口 10 万対数が全国平均を下回るものの、医師少数県の中では

上位にあり、構成割合も医師少数県の中では高かった。（図表 3-76・77） 

    これは、平成 19（2007）年から導入した医学修学研修資金貸与制度などによる若手

医師の確保対策の効果が考えられた（地域枠は平成 27（2015）年度入学者から設置し

ているため、令和４（2022）年時点の卒業生（臨床研修医）は少数に限られる）。(57

ページ参照) 

    本県の 35歳未満医師数は、平成 28（2016）年までは全国並み、平成 30（2018）年

以降は全国を上回る増加率であった。県内の２つの指定都市とその他市町の３区分で

増加率を比較すると、その他市町が２つの指定都市を上回り、平成 30（2018）年以降
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で特に増加率が上昇した。静岡市では、平成 30（2018）年まではほぼ横ばい状態が続

いたが、その後はその他市町と同様の増加傾向が続いている。一方、浜松市は平成 28

（2016）年まではほぼ横ばい状態が続き、平成 30（2018）年に増加したが、その後は

微増状態が続いており、それぞれの推移に特徴がみられた。（図表 3-78） 

 

   ＜医療施設従事医師数（35 歳未満）と卒後研修（臨床研修・専門研修）＞ 

    県内における 35 歳未満の医療施設従事医師数の増加率の違いを医師臨床研修マッ

チングの結果からみると、平成 24（2012）年、平成 30（2018）年、令和４（2022）

年にそれぞれ臨床研修医として届け出る医師は、平成 22（2010）年度と平成 23（2011）

年度、平成 28（2016）年度と平成 29（2017）年度、令和２（2020）年度と令和３（2021）

年度の医師臨床研修マッチングにおけるマッチ者の合計数に近似することになるが、

その他市町では、前者から後２者にかけて定員数が 1.21倍、1.55倍に増加し、マッ

チ率も 64.7％から 86.1％、88.6％に上昇していた。また、静岡市では、定員数は 1.25

倍、1.21倍の増加にとどまったが、マッチ率は 75.2％から 84.6％、94.7％に上昇し

ていた。一方、浜松市では、定員数はほぼ横ばいで、マッチ率も 64.1％から一旦 75.5％

に上がったが、その後 69.4％に低下していることから、医師臨床研修マッチングの

結果は 35 歳未満の医療施設従事医師数の増加率に影響する一因になると考えられた。

（図表 3-79） 

 

    また、卒後の一定期間、奨学金を貸与した都道府県内の医療機関での返還免除勤務

が義務付けられている地域枠以外の入学者における卒業大学所在地と臨床研修地、臨

床研修修了後の勤務希望地の一致率を都道府県別にみると、本県の場合、卒後大学所

在地と臨床研修地の一致率は全国の中でも上位にあるが、臨床研修修了後の勤務希望

地との一致率は低下している（ただし、一致率そのものは全国の中で上位にある）こ

とから、医師偏在対策においては、35 歳未満の医療施設従事医師のうち、臨床研修

医、専攻医、専門医資格取得後の医師を分けて検討する必要があると考えられる。（図

表 3-80） 

 

    特に、臨床研修修了後の勤務については、厚生労働省が実施したアンケート調査に

よれば、令和５（2023）年臨床研修修了者（令和５年３月末に診療研修修了予定の研

修医）の９割以上が病院での臨床業務に従事すると回答している*3-16ことから、臨床

研修を修了した大多数の医師が日本専門医機構に承認された専門プログラムに基づ

く専門研修を受けるものと考えられる。本県の場合、現在の専門医制度が導入された

平成 30（2018）年度以降の専攻医採用数は、年度や基本領域（診療科）による変動は

あるものの、全体としては増加傾向にある。（図表 3-81・82） 

    しかしながら、例えば、令和７（2025）年度の専攻医採用数は 187人*3-17であるが、

当該学年に相当する令和４（2022）年度の医師臨床研修マッチングでは 272人がマッ

チしている*3-18ことから、その後の二次募集以降での追加採用や医師国家試験の結果
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等による変動を考慮しても、臨床研修から専門研修に移行する段階で 80 人前後が県

外に流出している（県外施設を基幹施設とする研修プログラムで県内に連携施設等が

ある場合等を除く）ものと見込まれ、この格差を縮小していく必要がある。 

 

   ＜医療施設従事医師数（35 歳から 44 歳）＞ 

    35 歳から 44 歳の医療施設従事医師数は、全国と本県はともに、直近の 10 年間は

ほぼ横ばいで推移した。２つの指定都市とその他市町で比較すると、静岡市では増加

傾向が続いた一方、浜松市は横ばい、その他市町は平成 26（2014）年までは横ばい

で、平成 28（2016）年以降は減少し、平成 24（2012）年の 90％台前半で推移した。

（図表 3-83） 

 

   ＜医療施設従事医師数（45 歳から 54 歳）＞ 

    45 歳から 54 歳の医療施設従事医師数は、全国では直近の 10 年間で微減したが、

本県は微増し、平成 28（2016）年以降は平成 24（2012）年の５％増で推移した。２

つの指定都市とその他市町で比較すると、浜松市が平成 26（2014）年以降、増加傾向

が続いた一方、静岡市は平成 26（2014）年から平成 30（2018）年にかけて増加した

が、その後は減少に転じ、平成 24（2012）年から微増の水準で推移した。また、その

他市町は平成 28（2016）年まで微増したが、その後は減少に転じ、令和４（2022）年

は平成 24（2012）年を下回っている。（図表 3-84） 

 

   ＜医療施設従事医師数（55 歳から 64 歳）＞ 

    55歳から 64歳の医療施設従事医師数は、全国では直近の 10年間で令和２（2020）

年まではほぼ直線的に増加したが、令和４（2022）年は減少に転じた。本県は平成 30

（2018）年まで増加したが、その後は平成 24（2012）年の 15％増前後で横ばい状態

が続いている。２つの指定都市とその他市町で比較すると、静岡市は平成 28（2016）

年以降はほぼ直線的に増加し、令和４（2022）年は平成 24（2012）年の２割以上増加

した。浜松市は緩やかな増加傾向が続き、令和４（2022）年は平成 24（2012）年の１

割以上増加した。その他市町は平成 30（2018）年に平成 24（2012）年の２割増近く

まで増加したが、その後は減少に転じている。（図表 3-85） 

 

   ＜医療施設従事医師数（65 歳から 74 歳）＞ 

    65 歳から 74 歳の医療施設従事医師数は、全国では直近の 10 年間でほぼ直線的に

増加し、令和４（2022）年は平成 24（2012）年の２倍となった。本県は全国を上回る

増加率が続き、令和４（2022）年は平成 24（2012）年の 2.2倍近くに増加した。２つ

の指定都市とその他市町で比較すると、いずれも全県と同様に増加傾向が続いたが、

静岡市はほぼ直線的な増加傾向を示したのに対し、浜松市は平成 30（2018）年以降の

増加率が高く、その他市町では平成 26（2014）年以降、増加率がやや低下していた。

（図表 3-86） 
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   ＜医療施設従事医師数（75 歳以上）＞ 

    75 歳以上の医療施設従事医師数は、全国と本県はともに、平成 26（2014）年にわ

ずかに減少し、その後は横ばい状態で推移したが、令和４（2022）年に増加し、平成

24（2012）年とほぼ同水準（本県）あるいは微増（全国）まで回復した。２つの指定

都市とその他市町で比較すると、静岡市は全県と同様に推移したが、浜松市は平成 28

（2016）年に一度減少した以外は緩やかに増加し、令和４（2022）年は平成 24（2012）

年の 1.1倍となった。一方、その他市町では全県を下回る水準で推移し、令和４（2022）

年は平成 24（2012）年の水準まで戻らなかった。（図表 3-87） 

    75歳以上医師数の割合（構成割合）を都道府県別にみると、本県は医師少数県の中

でも 75 歳以上医師数の構成割合が低いが、構成割合が全国平均以下の医師少数県は

千葉県を除き、いずれも新設医大が設置された県となっている。（図表 3-88） 

 

   ＜年齢階級別医師数の構成割合の変化と地域の医療提供体制＞ 

    前項で示した年齢階級別医師数と構成割合において、本県は、直近の 10年間で 35

歳未満と 65 歳以上の構成割合が増加したため、35 歳から 64 歳の構成割合が減少し

ている。県内の２つの指定都市とその他市町では、65歳以上はいずれも増加したが、

35歳未満はその他市町のみが増加したことから、35歳から 64歳の構成割合はその他

市町で最も減少した。(64・65 ページ参照) 

    構成割合が減少した 35歳から 64歳のうち、特に 30代後半から 50代は、勤務医で

あれば各領域の専門医として、また、臨床研修医や専攻医を育成する指導医として、

あるいは、若手の管理職として、診療・教育・管理の面から医療機関を支える役割が

期待される世代であり、開業医であれば自院のみならず、地域の医師会活動や保健・

医療・福祉の幅広い分野での活躍が期待される世代である。 

    このような年代の医師の構成割合の低下は、個々の医療機関のみならず、地域の医

療提供体制の活力低下や、35 歳未満の若手医師の指導体制の弱体化につながること

が懸念されることから、県が定期的に実施している医師数等調査等を通じて動向を把

握し、今後の医師確保・医師偏在是正対策に反映させていく必要があると考えられた。 

 

  *3-16 厚生労働省ホームページ：「医師臨床研修制度のホームページ」Ⅴ参考資料のうち、 

   「令和５年度臨床研修修了者アンケート調査結果概要」 

https://www.mhlw.go.jp/content/001456664.pdf（令和７年３月 31 日確認） 

  *3-17 一般社団法人日本専門医機構ホームページ：「専攻医 年度採用数」2025 年度 採用数 

   https://jmsb.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/recruit_2025_03.pdf（令和７年３月 31日確認） 

  *3-18 医師臨床研修マッチング協議会ホームページ：「マッチ結果・記者発表資料等」マッチ結果 

（研修プログラム別）令和４年度 

   https://www.jrmp2.jp/oubosya/2022kekka.pdf（令和７年３月 31日確認） 
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   静岡県における地域医療の現状と課題のまとめ ③-3 

   ～医療従事者の状況 その３～ 

   〇 医師-3（年齢階級別医療施設従事医師数の推移と卒後研修の状況等） 

   ＜医療施設従事医師数（総数）＞ 

    静岡県における医療施設従事医師数（総数）の直近の 10 年間の増加率は全国を上

回り、２つの指定都市とその他市町も全国を上回る増加率となった。 

   ＜医療施設従事医師数（35 歳未満）と卒後研修＞ 

   静岡県は人口 10万対 35歳未満医師数で全国平均を下回るものの、医師少数県の中

では上位で、全体に占める割合も医師少数県の中では高く、これまでの医師確保対策

の効果が考えられた。 

    35 歳未満の医療施設従事医師数は、全国並み以上に増加した。２つの指定都市と

その他市町の比較では、その他市町の増加率が２つの指定都市を上回り、特に平成 30

（2018）年以降大きく上昇した。この結果を医師臨床研修マッチングの結果からみる

と、その他市町では定員数とマッチ率がともに大きく増加・上昇していたことから、

医師臨床研修マッチングの結果は 35 歳未満の医療施設従事医師数の増加率に影響す

る一因になると考えられた。 

    地域枠以外の入学者の卒業大学所在地と臨床研修地、臨床研修修了後の勤務希望地

の一致率を都道府県別にみると、静岡県は卒後大学所在地と臨床研修地の一致率は高

いが、臨床研修修了後の勤務希望地との一致率が低下していた。 

   ＜医療施設従事医師数（35 歳から 54 歳）＞ 

    35 歳から 54 歳の医療施設従事医師数は、35 歳から 44 歳（前半）は全国と同様に

横ばい、45歳から 54歳（後半）は全国の微減に対し微増した。２つの指定都市とそ

の他市町の比較では、前半では静岡市、後半では浜松市で増加し、その他市町では前

半は減少、後半は横ばいで、35歳未満と大きく異なる推移を示した。 

   ＜医療施設従事医師数（55 歳から 64 歳）＞ 

    55歳から 64歳の医療施設従事医師数は、全国の推移に近く、平成 30（2018）年ま

で増加し、その後は横ばいとなった。２つの指定都市とその他市町は、全体としては

ほぼ同様に推移したが、増減の変動に多少差がみられた。 

   ＜医療施設従事医師数（65 歳から 74 歳）＞ 

    65歳から 74歳の医療施設従事医師数は、全国を上回る増加率で増加し、直近の 10

年間で２倍以上に増加した。２つの指定都市とその他市町も全県と同様に増加した。 

   ＜医療施設従事医師数（75 歳以上）＞ 

    75歳以上の医療施設従事医師数は、全国と同様に微減からほぼ横ばいで推移した。

２つの指定都市とその他市町では、浜松市は緩やかに増加したが、静岡市とその他市

町は全県と同様に推移した。都道府県別の 75 歳以上医師数の割合では、静岡県は医

師少数県の中でも低く、新設医大設置県であることが理由として考えられた。 （続） 
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   〇 医師-3（年齢階級別医療施設従事医師数の推移と卒後研修の状況等）(続) 

   ＜年齢階級別医師数の構成割合の変化と地域の医療提供体制＞ 

    静岡県の医療施設従事医師は、直近の 10 年間で 35 歳未満と 65 歳以上の構成割合

が増加し、35歳から 64歳の構成割合が減少している。県内の２つの指定都市とその

他市町では、65 歳以上はいずれも増加したが、35 歳未満はその他市町のみが増加し

たことから、35歳から 64歳の構成割合はその他市町で最も減少した。 

    特に 30代後半から 50代前半は、勤務医であれば各領域の専門医として、また、臨

床研修医や専攻医を育成する指導医として、あるいは、若手の管理職として、診療・

教育・管理の面から医療機関を支える役割が期待される世代であり、開業医であれば

自院のみならず、地域の医師会活動や保健・医療・福祉の幅広い分野での活躍が期待

される世代である。 

    このような年代の医師の構成割合の低下は、個々の医療機関のみならず、地域の医

療提供体制の活力低下や、35 歳未満の若手医師の指導体制の弱体化につながること

が懸念されることから、県が定期的に実施している医師数等調査等を通じて動向を把

握し、今後の医師確保・医師偏在是正対策に反映させていく必要があると考えられた。 
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  ウ 医療従事者の状況 

   (ｴ) 医師-4（女性医師の状況と医師の働き方改革の影響、県外医師の副業・兼業等の

状況） 

   ＜女性医師の状況＞ 

    女性医師の状況については、全国、本県ともに女性医師数の増加が続いているが、

本県における女性医師の構成割合（女性医師比率）は全国よりも低く、平成 24（2012）

年の全国との差は約３ﾎﾟｲﾝﾄであったが、令和４（2022）年は約４ﾎﾟｲﾝﾄに拡大した。

また、２つの指定都市とその他市町では、静岡市と浜松市は変動しつつも全国と全県

のほぼ中間で推移しているが、その他市町は全県を下回る水準で推移し、令和４（2022）

年の女性医師比率は２つの指定都市に比べて５ﾎﾟｲﾝﾄ近く低かった。（図表 3-89） 

    また、年齢階級別の女性医師比率では、本県は全国と同様に、60歳から 69歳の年

齢階級以下で年々増加しているが、20代・30代は直近 10年間でほぼ横ばい状態とな

り、全国では概ね 35％前後、本県では概ね 30％前後で推移している。（図表 3-90） 

    なお、直近の令和４（2022）年度から令和５（2023）年度までの全国の医学部（医

学科）の入学者選抜における女性合格率の平均は 12.0％、女性入学者の割合の平均

は 39.5％*3-19であったことから、若手医師に占める女性医師比率はさらに上昇するこ

とが考えられる。 

 

    直近 10 年間の性・年齢階級別医療施設従事医師数の変化をみると、全国では、35

歳未満は男性、女性とも増加、35 歳から 54 歳までは男性が減少、女性は増加した。

男性では 40歳から 54歳までの減少幅と、60歳から 74歳までの増加幅が顕著であっ

たが、女性では 35歳から 74歳までの幅広い年代で増加した。本県は、全国とほぼ同

様の傾向であったが、男性、女性とも 35歳未満の増加幅が大きく、男性では 50歳か

ら 54 歳が横ばい、女性では 30 歳から 34 歳で微減、65 歳から 69 歳までの増加幅が

顕著であった。（図表 3-91・92） 

    県内の２つの指定都市とその他市町の比較では、35 歳未満はいずれも男性・女性

とも増加したほか、男性では、いずれも 60 歳から 74 歳で増加したが、特に 65 歳か

ら 74歳の増加が顕著であった。また、男性で減少した年齢階級は、静岡市が 45歳か

ら 49 歳、浜松市は 35 歳から 39 歳と 55 歳から 59 歳、その他市町は 40 歳から 49 歳

で異なっていたが、その他の市町の減少幅が特に大きかった。女性では、いずれも 40

歳から 74 歳の幅広い年齢階級で増加したが、35 歳から 39 歳は静岡市と浜松市で増

加する一方、その他市町では微減した。（図表 3-93～95）（72～75 ページ参照） 

 

    男女共同参画の視点からみると、一般的に、男性の家事や育児などへの参画に関す

る必要性や少子化への影響が指摘されている*3-20。医師についても、男性医師に比べ

て女性医師の負担が大きく*3-21、専門医資格取得率が低い*3-22との報告がある。 

   医籍登録後（≒医学部卒業後）年数別に就業率を試算した結果では、男性医師の就

業率が医籍登録後 30年頃まで 90％台から 80％台後半を維持するのに対して、女性医
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師の就業率は、医籍登録後 12年（30代半ば頃）の時点で 76％と最も低くなるまでほ

ぼ直線的に低下し、その後は緩やかに上昇しつつ、医籍登録後 30年頃（50代半ば頃）

にほぼ男性医師の就業率近くまで回復している。（図表 3-96） 

    また、週当たりの平均勤務時間（平成 31 年度調査）では、30 代から 40 代にかけ

ては、男性医師は女性医師に比べて約 10 時間長く、全体の平均との比も１を上回っ

ていた。なお、令和４年調査では、長時間労働に従事する医師の割合が減少している

が、性別の結果は示されていない。（図表 3-97・98） 

 

    これらの結果を県内の性・年齢階級別医療施設従事医師数に当てはめると、静岡市

と浜松市では、女性医師の増加に加えて、30代後半から 50代の男性医師も全体とし

ては医師数が維持された上で、35 歳未満の若手医師や、60 歳以上の男性医師の増加

もあることから、地域全体の医師の労働力（マンパワー）は増加していることが考え

られる。 

    一方、その他市町では、女性医師は増加しているものの、勤務時間が長い 40 代の

男性医師の減少幅が大きく、35歳未満の若手医師や 60歳以上の男性医師の増加によ

り、地域全体の医師の労働力（マンパワー）が維持されていると推測される。ただし、

70 歳以上の高齢医師の増加幅が大きいことから、現時点ではマンパワーが充足して

いても、逼迫した状況にあることが推測される。また、臨床研修医や専攻医の指導を

担う中堅医師の減少は、日常の診療業務の負担増につながるほか、中長期的には若手

医師の派遣や定着への影響が懸念される。（64・65 ページ参照） 

 

   ＜医師の働き方改革の影響＞ 

    令和６（2024）年４月からの医師の時間外労働上限規制が間もなく１年となるが、

厚生労働省や日本医師会が実施した調査では、医師の引き揚げ（派遣医師数の減少）

や、それに伴う診療体制の縮小や地域医療への影響が出ると回答した医療機関が一定

数あったほか、令和７（2025）年度以降の見込みが分からないとする回答の割合が増

えるなど、地域の医療提供体制への影響が懸念されている。（図表 3-99～104） 

 

   ＜県外医師の県内での副業・兼業等の状況＞ 

    県内の大学病院（医育機関）は３病院（東から、国際医療福祉大学熱海病院、順天

堂大学医学部附属静岡病院、浜松医科大学医学部附属病院）あるが、本院は浜松医科

大学医学部附属病院のみで、東西に長い本県の中で西部地域に位置している。 

    また、浜松医科大学の開学は昭和 49（1974）年、附属病院の開院は昭和 52（1977）

年であり、それまでの歴史的経緯等を含め、現在でも県外から常勤医師の派遣を受け

ている病院も多く、平日の外来診療や宿日直業務のほか、休日夜間急患センター等を

担当する非常勤医師についても、県外からの派遣に頼っている医療機関も少なくない。 
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    令和４（2022）年の医師・歯科医師・薬剤師統計によれば、県外の医療施設を主た

る従業地、県内の医療施設を従たる従業地として届け出た医師は 456人で、主たる従

業地の 83.6％は関東甲信越ブロックにあり、従たる従業地は東部地域が 58.6％、中

部地域が 28.1％、西部地域が 13.4％と、首都圏に近い東部地域が過半数を占めた。 

    同年における本県の医療施設従事医師数は 8,242人であることから、少なくともそ

の 5.5％に相当する県外医師が県内で副業・兼業等（大学院での研究等が含まれる）

に従事しており、この傾向は２年前と同様であった。（図表 3-105・106） 

    医師法に基づき提出する医師届出票に記載できる従たる従業地は１施設に限られ、

産業医などの診療業務以外の業務も含まれるため、県内の医療機関における県外医師

の副業・兼業等の従事状況の把握に限界はあるが、注目すべき結果と考えられる。 

 

    現行の医療計画（医師確保計画）に用いられている医師偏在指標は、医師届出票に

従たる従事先の記載がある場合、主たる従事先を 0.8、従たる従事先を 0.2として算

出されている*3-23ことから、今後は、県外医師の副業・兼業等の状況も加味した医師

偏在対策の検討が必要であると考えられる。（図表 3-107） 

 

  *3-19 文部科学省ホームページ：「医学部医学科の入学者選抜における公正確保等に係る調査について」 

医学部医学科の入学者選抜における男女別合格率について（令和４年度から令和６年度の入学者選抜） 

   https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senbatsu/1409128.htm（令和７年３月 31 日確認） 

  *3-20 内閣府：「男女共同参画白書 令和５年版」コラム５ 男性の家事・育児等参画の必要性・効果． 

   http s://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r05/zentai/html/column/clm_05.html 
   （令和７年３月 31日確認） 

  *3-21 安川庸介ほか：医師における性別役割分担―診療時間と家事労働時間の男女比較.医学教育 43（4）： 

315～319,2012 

   https://www.jstage.jst.go.jp/article/mededjapan/43/4/43_315/_pdf/-char/ja 

（令和７年３月 31日確認） 

  *3-22 臼井恵美子ほか：医師専門医資格取得の男女差と医療現場の課題.一橋大学経済研究所 

   https://cis.ier.hit-u.ac.jp/Common/pdf/dp/2020/dp688.pdf（令和７年３月 31 日確認） 

  *3-23 厚生労働省：「令和６年度全国厚生労働関係部局長会議（医政局）」 

   https://www.mhlw.go.jp/content/10200000/001391421.pdf（令和７年３月 31日確認） 
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   静岡県における地域医療の現状と課題のまとめ ③-4 

   ～医療従事者の状況 その４～ 

   〇 医師-4（女性医師の状況と医師の働き方改革の影響、県外医師の副業・兼業等の

状況） 

   ＜女性医師の状況＞ 

    女性の医師数は、全国、静岡県とも増加しているが、静岡県の女性医師比率は全国

よりも低く、直近の 10 年間で全国との差が拡大している。また、県内でも２つの指

定都市とその他市町では大きな差がある。 

    29 歳以下の女性医師比率は、直近 10 年間で全国は概ね 35％前後、静岡県は概ね

30％前後で推移しているが、最近の医学部女性入学者比率が約４割であることから、

若手医師の女性医師比率はさらに上昇することが考えられる。 

    県内の性・年齢階級別医療施設従事医師数は、幅広い年齢層の女性医師の増加に加

えて、35歳未満と 60歳以上の男性医師が増加していた。２つの指定都市とその他市

町の比較では、静岡市と浜松市は 35 歳から 59 歳の医師数が比較的保たれていたが、

その他市町では 40 代の男性医師が大きく減少していたことから、地域全体の医師の

労働力（マンパワー）は逼迫した状況にあることが推測された。また、臨床研修医や

専攻医の指導を担う中堅医師の減少は、日常の診療業務の負担増につながるほか、中

長期的には若手医師の派遣や定着に影響することも考えられる。 

   ＜医師の働き方改革の影響＞ 

    令和６（2024）年４月からの医師の時間外労働上限規制が間もなく１年となるが、

厚生労働省や日本医師会が実施した調査では、医師の引き揚げ（派遣医師数の減少）

や、それに伴う診療体制の縮小や地域医療への影響が出ると回答した医療機関が一定

数あったほか、令和７（2025）年度以降の見込みが分からないとする回答の割合が増

えるなど、地域の医療提供体制への影響が懸念されている。 

   ＜県外医師の県内での副業・兼業等の状況＞ 

    静岡県は東西に長く、歴史的経緯等もあり、県外から多くの医師派遣を受けている。 

    令和４（2022）年医師・歯科医師・薬剤師統計では、県外を主・県内を従たる従業

地として届け出た医師は 456人で、主たる従業地の８割超は関東甲信越ブロックにあ

り、従たる従業地は首都圏に近い東部地域が過半数を占めた。 

    医師届出票に記載できる従たる従業地は１施設に限られるなど、集計の方法に限界

はあるが、県内の医療施設従事医師数の５％以上に相当する数の県外医師が県内で副

業・兼業等に従事しており、この傾向は２年前と同様であった。 

    今後は、県外医師の県内での副業・兼業等の状況も加味した医師偏在対策の検討が

必要であると考えられる。 
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 ウ 医療従事者の状況 

   (ｵ) 看護職員・薬剤師・【参考】介護職員 

    今後、75歳以上人口の増加に伴い医療・介護サービス需要が増加する一方、現役世

代人口が急速に減少するため、限られた人材において、多様な職種がそれぞれの専門

性を発揮しつつ、連携して対応することが求められている。（図表 3-108～110） 

    令和３（2021）年 10 月施行の改正医療法により、医療機関では４つの職種（診療

放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、救急救命士）で対応可能な業務が拡大さ

れたほか、令和６（2024）年４月からの時間外労働上限規制適用を踏まえた医師の働

き方改革の推進に伴い、医師から他職種へのタスク・シフト・シェアが進められてい

る。（図表 3-111～113） 

    一方、一般世帯で日常生活を送る高齢者（特に高齢者単独世帯や認知症患者のいる

世帯）が増加する中で、在宅での質の高い医療・介護サービスを効率的に提供するた

め、医療・介護関係者や行政等が連携して地域が一体となった多施設・多職種による

在宅医療・介護連携の推進が求められている。（図表 3-114、50～51 ページ参照） 

 

   ＜看護職員（保健師、助産師、看護師（准看護師を含む））＞ 

    医療従事者の中でも従事者数が多く、施設と在宅、医療と介護に幅広く関わる看護

師（准看護師を含む）、地域や職域での保健活動を通じて医療・介護施設や行政をつ

なぐ保健師*3-24、本来の業務である助産に加えて、多様化・複雑化する妊産婦や子育

ての不安や悩みなどにも対応する助産師*3-25は、それぞれの専門性を発揮して、施設

や地域の中で重要な役割を担っている。（図表 3-114） 

    直近 10 年間の就業看護職員（保健師、助産師、看護師・准看護師）数の変化をみ

ると、本県における職種ごとの増減は、全国と同様の傾向で、保健師以外は全国を上

回る増加率（准看護師は低い減少率）であった。前回（２年前・12 年前の比較）は保

健師、助産師、看護師（准看護師を含まない）の増加率が全国を下回ったが、今回は

助産師、看護師（同）の増加率が全国を上回った。（図表 3-115・116） 

    二次医療圏別では、就業看護師・准看護師数は医師数と概ね同様の状況にあり、人

口が少ないため人口当たり就業者数が高くなる賀茂医療圏、熱海伊東医療圏を除き、

医師偏在指標の低い富士医療圏、志太榛原医療圏、中東遠医療圏で人口当たり就業者

数が低く、最も高い静岡医療圏を大きく下回った。（図表 3-117） 

 

    平成 27（2015）年 10月から開始された特定行為研修制度では、６つある領域別パ

ッケージの修了者は術中麻酔管理領域が最も多く、次いで在宅・慢性期領域が多くな

っている。県内では、指定研修機関が 17施設あり、令和４（2022）年 12月時点で 221

人の特定行為研修修了者が就業している。（図表 3-118～123） 

    このような状況において、増加する在宅医療での訪問看護需要に対応するため、静

岡県医師会では、令和６（2024）年度厚生労働省補助事業により地域標準手順書例（標

準手順書例を地域の実情に応じて調整）を作成し、今後も需要の増加が見込まれる在
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宅医療を担う医師と訪問看護ステーションに従事する特定行為研修修了者との連携

強化を図っている*3-26。（50～53ページ参照） 

 

   ＜薬剤師（病院薬剤師、薬局薬剤師）＞ 

    病院内でのチーム医療と医師のタスク・シフト/シェアの推進が求められる中で、

病院薬剤師の役割は年々大きくなっている。（図表 3-124） 

    また、在宅医療の需要増加に伴い、専門医療機関との連携や訪問指導等、地域の薬

局薬剤師の役割も広がっている。（図表 3-114（再掲）・125） 

 

    このような中、都道府県が現在の医療計画を策定する指標として、厚生労働省から

病院薬剤師と薬局薬剤の偏在指標が示された*3-27。本県の病院薬剤師偏在指標は 0.66、

全国順位は 40 位と、医師偏在指標とほぼ同水準で全国の下位にあり、２つの指定都

市を含むすべての二次医療圏が薬剤師少数区域であった。一方、薬局薬剤師偏在指標

（全県）は 1.01 で全国順位は 16 位、二次医療圏別では賀茂医療圏が薬剤師少数区

域、熱海伊東医療圏と医師少数区域でもある富士医療圏、中東遠医療圏を除くその他

の二次医療圏は薬剤師多数区域であった。また、病院薬剤師と薬局薬剤師を合わせた

地域別薬剤師偏在指標（全県）は 0.91で、全国順位は 22位であった。（図表 3-126） 

    薬剤師（特に病院薬剤師）の確保は喫緊の課題であるが、課題解決には多角的な施

策が求められる*3-28。本県では、「第９次静岡県保健医療計画」（計画期間：令和６（2024）

年度から令和 11（2029）年度までの６年間）では、薬学生や県外薬剤師の県内就職の

支援など、薬剤師の確保を図るための様々な施策が盛り込まれている*3-29,30。 

 

   ＜【参考】介護職員＞ 

    介護施設における医療・介護サービスは、訪問診療とともに、在宅医療の提供体制

の中で高齢者の日常生活を支える大きな役割を担っている。（図表 3-114（再掲）、50

～52 ページ参照） 

    今後は、通院・通所が困難な高齢者（特に単身生活者や認知症患者等）の増加が見

込まれることから、介護サービス（特に訪問サービス）の需要が増加するが、本県で

は、75歳以上人口当たり介護施設数（合計、訪問型）が全国に比べて少なく、同人口

当たり介護施設入所定員数（入所型）は多いが介護職員数は全国並みであるなど、必

ずしも充足している状況ではない。（図表 3-127） 

 

    一方、介護分野の雇用動向は全国的に厳しい状況が続き、本県も慢性的な人材不足

の状態にあるが、今後は需給ギャップの拡大が見込まれている。（図表 3-128・129） 

    そのため、「第 10 次静岡県長寿社会保険福祉計画」（計画期間：令和６（2024）年

度から令和８（2026）年度までの３年間）では、「職場定着の促進」、「新規就業の促

進」、「介護の仕事への理解促進」を柱とした人材確保や、外国人介護人材の確保など

が盛り込まれている*3-31。 
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    このうち、外国人介護人材については、特定技能（介護）などの在留資格により県

内の介護事業所に雇用された人数が、令和５（2023）年度から令和６（2024）年度で

1.57 倍*3-32（基準日：各年 10 月１日）と大幅な伸びを示しているが、人数や滞在期

間、家族帯同の有無等により、今後は地域の医療提供体制への影響が大きくなること

も考えられる。 

 

  *3-24 厚生労働省：「令和６年度保健師中央会議」（令和６（2024）年８月９日開催）資料３ 

   https://www.mhlw.go.jp/content/11907000/001282849.pdf（令和７年３月 31日確認） 

  *3-25 厚生労働省：「第２回妊娠・出産・産後における妊産婦等の支援策等に関する検討会」（令和６（2024）

年８月１日開催）資料４ 

   https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001282560.pdf（令和７年３月 31日確認） 

  *3-26 一般社団法人静岡県医師会 シズケアサポートセンター（静岡県地域包括ケアサポートセンター）

ホームページ：「シンポジウム「特定行為研修修了者による特定行為と手順書について」 

   https://ssc.shizuoka-med.or.jp/area/case/4596/（令和７年３月 31 日確認） 

  *3-27 厚生労働省：「薬剤師確保計画ガイドライン」（概要） 

   https://www.mhlw.go.jp/content/001298149.pdf （令和７年３月 31 日確認） 

  *3-28 有限責任監査法人トーマツ：「令和６年度厚生労働省委託事業 病院薬剤師タスクシェアおよび 

確保・定着／離職防止に係る調査報告書」（令和７年３月） 

https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001475712.pdf（令和７年３月 31日確認） 

  *3-29 静岡県健康福祉部：「第９次静岡県保健医療計画」（令和６年３月策定）第８章 第３節 薬剤師 

   https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/054/250/20240611_ 

iryojujisyanokakuho.pdf（令和７年３月 31日確認） 

  *3-30 静岡県公式ホームページ：「令和７年度当初予算概要」当初予算案主要事業 薬剤師確保総合対策 

事業費． 

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/066/814/02_r7jigyou.pdf  

（令和７年３月 31日確認） 

  *3-31 静岡県健康福祉部：「第 10 次静岡県長寿社会保健福祉計画」（令和６年３月策定）第２部 第６ 

   地域包括ケアを支える人材の確保・育成・定着 

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/062/687/10thkeikaku. 

dai2bu.pdf（令和７年３月 31日確認） 

  *3-32 静岡県健康福祉部介護保険課：「令和６年度外国人介護職員就業状況調査の結果報告」 

   https:// www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/060/762/r6.1.pdf 
   （令和７年３月 31日確認） 
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   静岡県における地域医療の現状と課題のまとめ ③-5 

   ～医療従事者の状況 その５～ 

   〇 看護職員・薬剤師・【参考】介護職員 

   ＜看護職員（保健師、助産師、看護師（准看護師を含む））＞ 

    直近 10 年間の就業看護職員（保健師、助産師、看護師・准看護師）数では、静岡

県は、保健師以外は全国を上回る増加率（准看護師は低い減少率）であった。二次医

療圏別人口当たり就業者数では、人口が少ない賀茂医療圏、熱海伊東医療圏を除き、

医師偏在指標が低い富士医療圏、志太榛原医療圏、中東遠医療圏で少なかった。 

    平成 27（2015）年 10月に開始された特定行為研修制度では、県内の指定研修機関

が 17 施設あり、令和４（2022）年 12 月時点で 221 人の研修修了者が就業している。 

   ＜薬剤師（病院薬剤師、薬局薬剤師）＞ 

    病院内でのチーム医療と医師のタスク・シフト/シェアの推進が求められる中で、

病院薬剤師の役割は年々大きくなっている。また、在宅医療の需要増加に伴い、専門

医療機関との連携や訪問指導等、地域の薬局薬剤師の役割も広がっている。 

    静岡県（全県）の病院薬剤師偏在指標は 0.66 で、全国順位は 40 位と下位にあり、

すべての二次医療圏が薬剤師少数区域であった。一方、薬局薬剤師偏在指標（全県）

は 1.01で全国順位は 16位、二次医療圏別では賀茂医療圏が薬剤師少数区域、熱海伊

東医療圏、富士医療圏、中東遠医療圏を除く二次医療圏は薬剤師多数区域であった。

また、病院薬剤師と薬局薬剤師を合わせた地域別薬剤師偏在指標（全県）は 0.91で、

全国順位は 22位であった。 

    薬剤師（特に病院薬剤師）の確保は喫緊の課題であるが、課題解決には多角的な施

策が求められるため、第９次静岡県保健医療計画の中でも薬学生や県外薬剤師の県内

就職の支援など、様々な施策が盛り込まれている。 

   ＜【参考】介護職員＞ 

    静岡県では、75歳以上人口当たり介護施設数（合計、訪問型）が全国に比べて少な

く、同人口当たり介護施設入所定員数（入所型）は多いが介護職員数は全国並みであ

るなど、介護職員が必ずしも充足している状況ではない。 

    介護分野の雇用動向は全国的に厳しい状況が続いており、静岡県も慢性的な人材不

足の状態にあるが、今後は需給ギャップの拡大が見込まれている。 

    そのため、第 10次静岡県長寿社会保険福祉計画では、「職場定着の促進」、「新規就

業の促進」、「介護の仕事への理解促進」を柱とした人材確保や、外国人介護人材の確

保などが盛り込まれている。 

    このうち、外国人介護人材については、県内の介護事業所に雇用された人数が直近

の１年間で 1.57 倍と大幅な伸びを示しており、今後は地域の医療提供体制への影響

が大きくなることも考えられる。 
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常
勤

換
算

人
数

人
口

1
0
万

対
数

看
護

師
准

看
護

師
計

看
護

師
准

看
護

師
計

看
護

師
准

看
護

師
計

看
護

師
准

看
護

師
計

東 部

賀
茂

5
3
2
 

1
8
7
 

7
1
9

9
3
2
.7

 
3
2
7
.8

 
1
,2

6
0
.5

4
7
0
.1

 
1
5
9
.7

 
6
2
9
.8

8
2
4
.2

 
2
8
0
.0

 
1
,1

0
4
.2

熱
海

伊
東

8
8
7
 

2
2
4
 

1
,1

1
1

9
1
5
.6

 
2
3
1
.2

 
1
,1

4
6
.8

8
1
5
.7

 
1
8
4
.1

 
9
9
9
.8

8
4
2
.0

 
1
9
0
.0

 
1
,0

3
2
.0

駿
東

田
方

7
,0

3
4
 

1
,0

7
8
 

8
,1

1
2

1
,1

1
9
.5

 
1
7
1
.6

 
1
,2

9
1
.1

6
,3

9
8
.8

 
9
1
1
.6

 
7
,3

1
0
.4

1
,0

1
8
.4

 
1
4
5
.1

 
1
,1

6
3
.5

富
士

3
,0

4
4
 

7
3
5
 

3
,7

7
9

8
2
5
.3

 
1
9
9
.3

 
1
,0

2
4
.6

2
,7

4
1
.1

 
6
4
5
.6

 
3
,3

8
6
.7

7
4
3
.2

 
1
7
5
.0

 
9
1
8
.2

中 部

静
岡

7
,7

0
0
 

8
8
0
 

8
,5

8
0

1
,1

2
6
.8

 
1
2
8
.8

 
1
,2

5
5
.6

6
,7

8
7
.3

 
7
5
6
.5

 
7
,5

4
3
.8

9
9
3
.2

 
1
1
0
.7

 
1
,1

0
3
.9

志
太

榛
原

3
,9

3
9
 

5
4
5
 

4
,4

8
4

8
8
2
.8

 
1
2
2
.1

 
1
,0

0
4
.9

3
,4

7
3
.3

 
4
4
3
.5

 
3
,9

1
6
.8

7
7
8
.4

 
9
9
.4

 
8
7
7
.8

西 部

中
東

遠
3
,6

0
8
 

6
3
0
 

4
,2

3
8

7
8
2
.9

 
1
3
6
.7

 
9
1
9
.6

3
,1

7
3
.3

 
5
2
7
.2

 
3
,7

0
0
.5

6
8
8
.6

 
1
1
4
.4

 
8
0
3
.0

西
部

9
,2

0
5
 

1
,3

0
2
 

1
0
,5

0
7

1
,0

9
4
.9

 
1
5
4
.9

 
1
,2

4
9
.8

8
,2

8
1
.5

 
1
,1

0
3
.6

 
9
,3

8
5
.1

9
8
5
.0

 
1
3
1
.3

 
1
,1

1
6
.3

静
岡

県
3
5
,9

5
3

5
,5

8
1

4
1
,5

3
4

1
,0

0
3
.7

1
5
5
.8

1
,1

5
9
.5

3
2
,1

4
4
.9

 
4
,7

3
1
.8

 
3
6
,8

7
6
.7

8
9
7
.4

 
1
3
2
.1

 
1
,0

2
9
.5

静
岡

県
健

康
福

祉
部

地
域

医
療

課
提

供
資

料
を

再
構

成

※
 人

口
1
0
万

対
数

に
用

い
た

人
口

は
、

静
岡

県
知

事
直

轄
組

織
デ

ジ
タ

ル
戦

略
局

統
計

調
査

課
に

よ
る

令
和

４
年

1
0月

１
日

現
在

の
静

岡
県

推
計

人
口

。
※

 静
岡

県
に

は
、

二
次

医
療

圏
（
市

町
別

分
類

）
が

不
明

の
４

人
（看

護
師

）
を

含
む

。
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図
表

3
-
1
1
6
 就

業
保

健
師

・
助

産
師

・
看

護
師

（
准

看
護

師
を

含
む

）
数

の
変

化
【
参

考
】

（
職

種
別

/
実

数
/
全

国
・
静

岡
県

/
2
0
1
0
・
2
0
2
0
年

）

2
0
1
0
年

（人
）

2
0
2
0
年

（人
）

増
減

（
人

）
増

減
（
％

）

保
健

師
静

岡
県

１
，

４
４

８
１

，
７

２
７

２
７

９
１

９
．

３
％

全
国

４
５

，
０

２
８

 
５

５
，

５
９

５
１

０
，

５
６

７
２

３
．

５
％

助
産

師
静

岡
県

８
０

３
 

９
７

６
１

７
３

２
１

．
５

％

全
国

２
９

，
６

７
２

 
３

７
，

９
４

０
 

８
，

２
６

８
２

７
．

９
％

看
護

師
静

岡
県

２
５

，
９

０
８

３
４

，
５

３
６

 
８

，
６

２
８

３
３

．
３

％

全
国

９
５

２
，

７
２

３
 

１
，

２
８

０
，

９
１

１
 

３
２

８
，

１
８

８
３

４
．

４
％

准
看

護
師

静
岡

県
７

，
５

８
４

 
５

，
９

７
７

 
▲

１
，

６
０

７
▲

２
１

．
２

％

全
国

３
６

８
，

１
４

８
 

２
８

４
，

５
８

９
 

▲
８

３
，

５
５

９
▲

２
２

．
７

％

看
護

職
員

（
再

掲
）

（
看

護
師

＋
准

看
護

師
）

静
岡

県
３

３
，

４
９

２
（
７

７
．

４
％

）
４

０
，

５
１

３
（
８

５
．

２
％

）
７

，
０

２
１

２
１

．
０

％

全
国

１
，

３
２

０
，

８
７

１
（
７

２
．

１
％

）
１

，
５

６
５

，
５

０
０

（
８

１
．

８
％

）
 

２
４

４
，

６
２

９
１

８
．

５
％

厚
生

労
働

省
：
「
衛

生
行

政
報

告
例

（
隔

年
報

）
」

を
基

に
作

成

※
 看

護
職

員
（
再
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）
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内

は
、

看
護

師
の

占
め

る
割

合
。

地
域

医
療

支
援

学
講

座
D

e
p
t.
 o

f 
R

e
gi

o
n
al

 M
e
d
ic

al
 C

ar
e
 S

u
p
p
o
rt

A
ll 

ri
gh

ts
 r

e
se

rv
e
d
.

- 91 -



厚
生
労
働
省
：
「
第

3
6
回
医
道
審
議
会
保
健
師
助
産
師
看
護
師
分
科
会

看
護
師
特
定
行
為
・
研
修
部
会
」
（
令
和
７
年
２
月

2
6
日
）
資
料
１
か
ら
抜
粋

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
h
lw

.g
o
.jp

/
c
o
n
te

n
t/

1
0
8
0
00

00
/0

01
42

12
76

.p
df
（
令
和
７
年
３
月

3
1
日
確
認
）

図
表

3
-
1
2
3

厚
生
労
働
省
：
「
第

3
6
回
医
道
審
議
会
保
健
師
助
産
師
看
護
師
分
科
会

看
護
師
特
定
行
為
・
研
修
部
会
」
（
令
和
７
年
２
月

2
6
日
）
資
料
１
か
ら
抜
粋

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
h
lw

.g
o
.jp

/
c
o
n
te

n
t/

1
0
8
0
00

00
/0

01
42

12
76

.p
df
（
令
和
７
年
３
月

3
1
日
確
認
）

図
表

3
-
1
2
2

厚
生

労
働

省
：
「
第

3
6
回

医
道

審
議

会
保

健
師

助
産

師
看

護
師

分
科

会
看

護
師

特
定

行
為

・
研

修
部

会
」
（
令

和
７
年

２
月

2
6
日

）
資

料
１
か

ら
抜

粋
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
h
lw

.g
o
.jp

/
c
o
n
te

n
t/

1
0
8
0
00

00
/0

01
42

12
76

.p
df
（
令

和
７
年

３
月

3
1
日

確
認

）

図
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3
-
1
2
1

図
表

3
-
1
2
0
 特

定
行

為
に
係

る
看

護
師

の
研

修
制

度
指

定
研

修
機

関
一

覧
（
静

岡
県

）

都
道
府
県

指
定
年

指
定
研
修
機
関
名

静
岡
県

2
0
1
8

学
校
法
人
聖
隷
学
園

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

静
岡
県

2
0
1
8

公
益
社
団
法
人
有
隣
厚
生
会

富
士
病
院

静
岡
県

2
0
1
9

国
立
大
学
法
人
浜
松
医
科
大
学

浜
松
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

静
岡
県

2
0
1
9

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

静
岡
県

2
0
1
9

社
会
福
祉
法
人

聖
隷
福
祉
事
業
団

静
岡
県

2
0
1
9

社
会
福
祉
法
人

聖
隷
福
祉
事
業
団

総
合
病
院
聖
隷
三
方
原
病
院

静
岡
県

2
0
2
0

学
校
法
人
順
天
堂

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病
院

静
岡
県

2
0
2
0

地
方
独
立
行
政
法
人

静
岡
市
立
静
岡
病
院

静
岡
県

2
0
2
0

地
方
独
立
行
政
法
人
静
岡
県
立
病
院
機
構

静
岡
県
立
総
合
病
院

静
岡
県

2
0
2
1

静
岡
県
公
立
大
学
法
人

静
岡
県
立
大
学

静
岡
県

2
0
2
1

藤
枝
市
立
総
合
病
院

静
岡
県

2
0
2
1

富
士
市
立
中
央
病
院

静
岡
県

2
0
2
2

公
益
社
団
法
人
静
岡
県
看
護
協
会

静
岡
県

2
0
2
3

磐
田
市
立
総
合
病
院

静
岡
県

2
0
2
4

沼
津
市
立
病
院

静
岡
県

2
0
2
4

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部
静
岡
県
済
生
会

静
岡
済
生
会
総
合
病
院

静
岡
県

2
0
2
4

掛
川
市
・
袋
井
市
病
院
企
業
団
立

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

公
益

社
団

法
人

日
本

看
護

協
会

ホ
ー
ム
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ジ
：
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護
師

の
特

定
行
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修
制

度
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ー
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ト
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定
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修
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検
索

結
果

一
覧

（
静

岡
県

）
な
ど

を
基

に
作
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/
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図
表

3
-
1
2
6
 静

岡
県

に
お

け
る

薬
剤

師
の

偏
在

指
標

（
病

院
・
薬

局
・
地

域
別

/
二

次
医

療
圏

別
）

地
域

医
療

圏

病
院

薬
剤

師
偏

在
指

標
薬

局
薬

剤
師

偏
在

指
標

地
域

別
薬

剤
師

偏
在

指
標

（
単

位
：
な

し
）

区
分

（
単

位
：
な

し
）

区
分

（
単

位
：
な

し
）

※
 区

分
な

し

東
部

賀
茂

０
．

４
４

薬
剤

師
少

数
区

域
０

．
６

４
薬

剤
師

少
数

区
域

０
．

５
８

熱
海

伊
東

０
．

５
８

薬
剤

師
少

数
区

域
０

．
８

４
０

．
７

７

駿
東

田
方

０
．

６
８

薬
剤

師
少

数
区

域
１

．
０

０
薬

剤
師

多
数

区
域

０
．

９
０

富
士

０
．

６
１

薬
剤

師
少

数
区

域
０

．
９

６
０

．
８

６

中
部

静
岡

０
．

６
７

薬
剤

師
少

数
区

域
１

．
１

２
薬

剤
師

多
数

区
域

０
．

９
９

志
太

榛
原

０
．

５
８

薬
剤

師
少

数
区

域
１

．
０

６
薬

剤
師

多
数

区
域

０
．

９
４

西
部

中
東

遠
０

．
５

８
薬

剤
師

少
数

区
域

０
．

８
７

０
．

７
９

西
部

０
．

７
６

薬
剤

師
少

数
区

域
１

．
０

７
薬

剤
師

多
数

区
域

０
．

９
８

静
岡

県
０

．
６

６
薬

剤
師

少
数

県
１

．
０

１
薬

剤
師

多
数

県
０

．
９

１

（
全

国
４

０
位

）
（
全

国
１

６
位

）
（
全

国
２

２
位

）

全
国

０
．

８
０

－
１

．
０

８
０

．
９

９

厚
生

労
働
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：
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1
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師
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資
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）

地
域

医
療

支
援

学
講

座
D

e
p
t.
 o

f 
R

e
gi

o
n
al

 M
e
d
ic

al
 C

ar
e
 S

u
p
p
o
rt

A
ll 

ri
gh

ts
 r

e
se

rv
e
d
.

厚
生
労
働
省
：
「
第
４
回
薬
局
・
薬
剤
師
の
機
能
強
化
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関
す
る
検
討
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」
（
令
和
６
年
４
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22
日
）資

料
２
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ら
抜
粋

h
tt

ps
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/
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2
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１ 医師偏在の解消及び地域医療構想の実現に向けた地域における医療提供体制の在り方 

  に関する検討 

（３）静岡県における地域医療の現状と課題 

  エ 地域の医療提供体制と令和６年度診療報酬改定の影響 

   (ｱ) 病棟の医療機能と入院患者の疾病の特徴や状態像 

    2025 年を目標年としている現行の地域医療構想では、各医療機関の自主的な選択

による病床機能報告を通じて各病棟の医療機能が集計されているが、病棟の医療機能

が把握しにくい側面があり、静岡県では診療報酬の施設基準に基づく定量的基準であ

る「静岡方式」（病床単位）により客観的な把握を図っている。（37～39 ページ参照） 

    しかしながら、今後の医療提供体制を考える上では、介護施設等を含む在宅で生活

する高齢者が増加することを踏まえて、地域全体で患者の状態像に応じた、在宅医療

を含む医療提供体制を整備していく必要があり、それに対応した医療人材を確保して

いくことが求められる。（25～28ページ､52～53 ページ参照） 

 

    厚生労働省が開催した「新たな地域医療構想等に関する検討会」（令和６（2024）

年 12 月 18 日にとりまとめ公表）の中では、高齢者（65 歳以上）の急性期における

疾病の特徴としては、若年者に比べ、医療資源を多く必要とする手術を実施するもの

は少なく、疾患の種類は限定的で、比較的多くの病院で対応可能という特徴があるこ

とが示されている。（図表 3-130） 

    また、地域包括ケア病棟においては、高齢者救急に関連する肺炎等や、白内障等の

予定手術のほか、大腿骨近位部の骨折や腰椎の骨折等、回復期リハビリテーション病

棟で見られる疾患の患者も入院していることが明らかとなっている。（図表 3-131） 

    一方、回復期リハビリテーション病棟においては、大腿骨近位部の骨折、脳卒中、

胸腰椎の骨折、膝関節症等の疾患が多いが、地域包括ケア病棟と共通した疾患があり、

その場合はいずれの疾患も回復期リハビリテーション病棟の在院日数が長くなって

いる。（図表 3-132・133） 

    このほか、両病棟には、介護が必要な認知症患者が一定数入院しているが、地域包

括ケア病棟では認知症なしの割合がやや高く、回復期リハビリテーション病棟では認

知症高齢者の日常生活自立度でランクⅠまたはⅡの患者の割合がやや高いことが明

らかとなっている。（図表 3-134） 

 

    本項では、地域医療構想における４つの病床機能のうち、主に急性期医療に関する

部分と、回復期機能（新たな地域医療構想では「包括期機能」）に関連する地域包括

ケア病棟や回復期リハビリテーション病棟、令和６（2024）年度診療報酬改定（以下、

「令和６年度診療報酬改定」あるいは「今回の（診療報酬）改定」等と記載）で新設

された地域包括医療病棟について、改定の前後を中心に、県内の状況を検討したので

紹介する。 
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   (ｲ) 令和６年度診療報酬改定と届出状況の変化等 

   ＜令和６年度診療報酬改定による病棟の機能分化・強化＞ 

    令和６年度診療報酬改定では、病棟の機能分化・強化を促進し、効果的・効率的な

提供体制を整備するとともに、高齢者の中等症急性疾患のニーズ増大に対して新たな

病棟体系となる地域包括医療病棟が新設された。（図表 3-135） 

    地域包括医療病棟では、看護職員配置を地域包括ケア病棟や回復期リハビリテーシ

ョン病棟の 13対１から急性期一般病棟と同水準の 10 対１に引き上げるとともに、高

齢者救急患者の疾患や状態像を反映して、リハビリテーション・栄養管理・口腔管理

の強化を図っていることが特徴であり、早期の在宅復帰も要件となっている。（図表

3-136～139） 

    また、今回の改定では、高度急性期あるいは急性期の病床機能に相当する施設基準

について、手術件数の引き上げや医療・看護必要度等の見直しとともに、医師の働き

方改革やそれに伴うタスク・シフト/シェアを考慮した要件が設定された。併せて、

小児・周産期・精神科医療に関する診療実績や入院医療の体制等についても見直しが

行われた。（図表 3-141・143・145） 

    なお、今回の診療報酬改定は、介護報酬、障害福祉サービス費との同時改定（いわ

ゆる「トリプル改定」）となった。診療報酬以外の改定は従前と同じく４月に実施さ

れた一方、診療報酬改定は６月実施となり、一部の施設基準等については経過措置が

設定されている。 

 

   ＜令和６年度診療報酬改定に伴う届出状況の変化とその影響＞ 

    本県では、今回新設された地域包括医療病棟は、６月の改定と同時に届け出た医療

機関はなかったが、同年 10月の時点では４病院（東部地域３病院、中部地域１病院）

から届け出があった。一方、地域包括ケア病棟と回復期リハビリテーション病棟のあ

る病院は６月、10月とも同数であった。（図表 3-136（再掲）・140） 

 

    高度・専門的な急性期の入院医療を担う病院では、県内で急性期充実体制加算を算

定する病院が中部地域で１病院増加し、総合入院体制加算を算定する病院が同地域で

１病院減少した。この変化は、入院医療の提供から診療実績の評価になることから、

医療提供体制としては実質的な充実が図られたことになる。（図表 3-141・142） 

    一方、重症患者や重篤な救急患者等が入院する集中治療室（ICU）や新生児集中治

療室（NICU）等に係る施設基準については、入院患者の重症度（SOFA スコア）や医

療・看護必要度の評価に加えて、医師の働き方改革やタスク・シフト/シェアに関連

した要件とともに、新たな区分が設定された。その結果、医師確保が困難な医師少数

区域やその他の東部地域の二次・三次救急医療機関の一部は、激変緩和策として新設

された点数が低い新たな区分等に移行することとなった。このことについては、全国

的にも大きな問題となっており、日本救急医学会と日本集中治療医学会から共同声明

が出されている*3-31。（図表 3-143・144） 
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    また、急性期一般入院料１等の施設基準の見直し*3-32により、県内の各地域で急性

期一般入院料１（看護配置７対１）から２あるいは３（看護配置 10 対１）に移行し

た病院が複数認められたが、これらの中には二次救急医療機関や、救急告示病院が含

まれており、救急医療における患者受け入れに影響が生じないか検証していく必要が

あると考えられた。（図表 3-145・146） 

 

  *3-31 一般社団法人外科系学会社会保険委員会連合（外保連）：第 30 回記者懇談会（令和６年 11月 11 日

開催）「令和６年度診療報酬改定の検証」A301 特定集中治療室管理料・救命救急入院料の見直し 集中治

療の医療提供からみた検証(日本救急医学会・日本集中治療医学会 共同声明)． 

   https://www.jaam.jp/info/2024/files/20241121.pdf（令和７年３月 31日確認） 

  *3-32 中央社会保険医療協議会総会（第 582回）（令和６年１月 31日開催）公益裁定 

   https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001201291.pdf（令和７年３月 31日確認） 

 

 

静岡県における地域医療の現状と課題のまとめ ④ 

   ～地域の医療提供体制と令和６年度診療報酬改定の影響～ 

   ＜病棟の医療機能と入院患者の疾病の特徴や状態像＞ 

    今後の医療提供体制を考える上では、、入院患者の疾病の特徴や状態像を理解し、

将来推計人口と年齢に応じた受療率を踏まえ、個々の医療機関や地域全体で患者の状

態像に応じた入院医療の提供体制を整備し、それに対応した医療人材を確保していく

ことが求められる。 

    高齢者の急性期入院医療では、医療資源を多く必要とする手術は少なく、疾患の種

類は限定的で、比較的多くの病院で対応可能という特徴があるとされる。また、地域

包括ケア病棟では、高齢者救急にする肺炎等や予定手術のほか、回復期リハビリテー

ション病棟で見られる疾患の患者も入院しており、両病棟には介護が必要な認知症患

者が一定数入院している。 

   ＜令和６年度診療報酬改定と届出状況の変化等＞ 

    令和６年度診療報酬改定で新設された地域包括医療病棟は、令和６（2024）年 10

月の時点で４病院から届け出がある一方、地域包括ケア病棟と回復期リハビリテーシ

ョン病棟のある病院は変化なかった。 

    高度・専門的な急性期の入院医療を担う病院では、急性期充実体制加算を算定する

病院が１病院増、総合入院体制加算を算定する病院が１病院減であった。特定集中治

療管理室料等を届け出ていた医師少数区域等の複数の病院で、医師の働き方改革やタ

スク・シフト/シェアに関連して設定された新たな区分に移行した病院が複数あり、

った。また、急性期一般入院料１から２あるいは３に移行した救急医療機関等が複数

あったことから、今後の影響を検証していく必要があると考えられた。 
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